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赤嶺　　熱帯産ナマコ資源利用の多様化

　　　　熱帯 産 ナマ コ資 源 利 用 の多 様 化

一 フロンティア空間における特殊海産物利用の一事例一

赤 嶺 　　 淳*

  On the Diversification of the Tropical Trepang Resources: 

A View from the Frontier Society in the Maritime Southeast Asia

Jun Akamine

　東南 アジア海域世界の人 々は,香 料や乾燥海産物 などの生物資源 をもとめ て

移動分散を くりかえす傾 向が強 い,と 指摘 され てきた。本研究 の 目的は,人 々
の移動を誘発 した資源の なかで も干 ナマ コに焦点 をあて,ナ マ コ資源 の経済的

価値の多様性 と利用状況につい て報告す ることにある。従来 の海域世界論研究
では,干 ナマコや フカのひれ などの乾燥海産物 をめ ぐる人 の移動 とネ ッ トワー

クに着 目す る必要性が唱 えられ てきたものの,実 際 の流通事情 を調査 した もの

はほ とん どなか った。 また,干 ナマ コも一元的 に高級食材 として理解 され るに

とどまっていた。ところが,現 在 の フィリピンでは20種 の干ナマ コが生産 され,

高級種 と低級種 との価格差が30倍 にお よぶ ように,干 ナマ コ資源 の価値 は多元

的であ る。さらに,近 年 においては低級種の価格は上昇す る傾 向にある。また,

香港や シンガポールなど干 ナマ コの主要消費地 とフィリピンでおこなった聞 き

取 り調査に よって,多 様 な経済的価値 をもつ干 ナマ コが,高 級料理 と大衆料理

の異 なった料理 に区別 され て使用 され ているこ とが あきらか となった。そ のよ

うな消費概況 と各種 の統計資料か ら,本 稿 はフ ィリピンのナマ コ資源 の特徴 を

低級種 の大量生産 にもとめた。 そ して,パ ラワン島南部 マ ンシ島の事例 に もと

つい て,そ の仮説 の実証を試みた。 マ ンシ島でみ られ る干 ナマ コ生産 の現状 を

「フ ロンテ ィア空間 の重層性」 と解釈 し,ナ マ コ資源 の価値変化 に敏感 な漁民

像 を記述 した。
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